























































































































































































ぞんぷつ ふどう しやか よろひ 且んのぎやう
ここには「三尊仏」「不動明王」「出山の釈伽如来J「宝物鎧かぶとJ「役行












こやすのくわんおん い ぱしん土んのざう やえばのたち あまのちゃ こゃ うかいのていきう
子安観音J「意馬心猿像」「八重歯之太万」「小女茶屋小屋」「鵜飼鉢像」
じゃう るりせかい まんだら いぬがミ れい くほんのれんたい さねもりすいざうよろひかぶと あづまがたごいん
「浄瑠璃世界の憂茶羅」「犬神の霊」「九本蓮台」「実盛水牛鎧兜」「吾妻形御陰











きやうにいはくぎよぷつはんぐはんりきねんねんよくおじゃう とう じ あんじ たてまつ ほんぞん
経日魚物本願力年年欲於生、当時に案し奉る本尊ハあたじけなくも
さかもり そんてんぢくぎおんしゃうじゃ なむおみとふふ りてん
酒宴世尊、天竺祇園精舎におゐて南無阿弥豆腐のおてんを説、利天にの
だい うへ けっかふざ いちげくしゅん たいしょくきゃうおう
ぼり給ひてハしっぽこ台の上に結蜘朕坐し、一夏九旬のあひだ大食饗応
ぎゃう とき なにとぞ によ らい
経をときたまふ時に、五百のあらかんたち何卒しゃうじんの如来をおがみ












てんがし‘しゃうにん このそんぞう もちきた ほとけ ミ くしこ
の天蓋上人、此尊像を持来り。仏の御串飽ハじゃうこくじにおさめ、い
によらい ひとたひはい ともカさら さかもりによちい 主ざ If こ ちゃ
わっき如来と申す。一度拝する輩は酒盛如来の会座につくなり。下戸ハ茶
づけ さいほう しゃうと べんたうにせあんらく せん
漬の西方浄土しゃうゆでにしめ、弁当二世安楽をまもり給ふ。めうが銭
























































































































ひっきょうほんぞん がい な す
ば、畢寛、本尊はあり甲斐なしにて、無くても済むものと、これらも大
しゃれ しゃれ ほんぞん や めんうつく むすめいろ
酒落に酒落てきて、本尊はかたから止めにし、正面に美しい娘と色男を立
お れいほう や あいたせ置き、又、霊宝はまだない~といふて、これも止めにし、又、愛


























































































































































年月 場所 細工絵解 種類 典拠
安永六0777）年三月 両国回向院（江戸） 舵橋j原三郎・古 とんだ霊宝 半日間話など
沢甚平
天明五(1785）年四月 船越町御職筋東（大阪） 不明 おどけ開帳 摂陽奇観
天明五0785）年六月 両国回向院（江戸） 不明 とんだ霊宝 宝暦現来集
天明七（1787）年四月 内平野町神明神主宅 紫鶴 おどけ開帳 摂陽奇観
（大阪）




寛政九0796）年四月 博労町稲荷（大阪） 中山文七 開帳の造り物 年代記
文化元(1804）年二月 大須門前（名古屋） 信：橋源三郎 とんだ霊宝 猿推庵日記
文化五(1808）年八月 j青寿院（名古屋） 四十七士おどけ開帳 猿喉庵日記
文化八(1811）年三月 北野太融寺前（大阪） 呑龍 おどけ開帳 摂陽奇観
文化九0812）年十月 大須門前（名古屋） 呑龍 おどけ開帳 猿推庵日記
文化十(1813）年八月 清寿院境内（名古屋） 呑龍 おどけ法談 猿椴庵日記
文政元(1818）年正月 柳薬師（名古屋） おどけ講釈 猿喉庵日記
文政元(1818）年六月 柳薬師広小路（名古屋） 天口斎玉現 おどけ開帳 猿喉庵日記
文政五（1822）年三月 難波新地（大阪） 土瓶亭 呑龍亭 璃寛如来おどけ開帳 摂陽奇観
文政八(1825）年四月 大須山門外（名古屋） 離翫如来おどけ開帳 見世物雑誌、
猿j侯庵日記
文政十三(1827）年七月 清寿院境内（名古屋） 玉亭呑山等 おどけ開帳 見世物雑誌
天保四(1833）年二月 清寿院入口（名古屋） 吾妻春吉等 十蔵知来おどけ開帳 見世物雑誌
弘化三（1846）年三月 法善寺（大阪） 花山長硯 おどけ開帳 近来年代記
弘化三(1846）年八月 博労町稲荷（大阪） おどけ開帳 近来年代記




































































































































































⑧j賓田義一郎編、 『大田南畝全集』、第 11巻、岩波書店、 1985
⑨霊能史研究曾編、『日本庶民文化史料集成 13 芸能記録』、1975
⑩『日本随筆全集J、第5巻国民図書株式会社編国民図書、1927
⑪延広真治、［烏亭鷲馬年譜 （2) 未定稿」（『名古屋大教養部紀要』、14巻、 1970）より。
⑫『武江年表』斎藤月本著；金子光晴校訂； 1.2.、平凡社、 1968.（東洋文庫； 116.118) 
⑬『新燕石十種』、第5巻、中央公論社、 1981
⑪『近世風俗見聞集J、続日本随筆大成 別巻 第7巻、吉川弘文館、 2007
⑮前掲書『江戸の開帳Jによる。
⑮個人蔵
⑫川添コレク ションの一枚刷りの大きさは、全体・ 410×300mm、匡郭： 379×272mmである。大
高本『燕石雑志』の匡郭は、右 143×197mm、左 138×199mmである。引札を本に収めるとき大
きさを小さくした。































貼込帖二帖丁数 （乾） 一四面 （坤） 一二面



































図 4 「とんだれいほう 細工物宝物目録」 (JII添コレツクション）
図 5 『観音開帳 三宝利生初竹』（都立中央図書館所蔵）
図 6 『絵本見立仮嘗尽j（国文学研究資料館所蔵）
図 7 『龍都四国噂』（都立中央図書館所蔵）
図 8 『開帳』（国文学研究資料館所蔵）
図 9 『開帳』（国文学研究資料館所蔵）
図10 『開帳』（国文学研究資料館所蔵）
図11 『開帳j（国文学研究資料館所蔵）
図12 『開帳j（国文学研究資料館所蔵）
図13 『世上酒落見絵図j（都立中央図書館所蔵）
図14 『摂陽奇観j（船越政一郎編『浪速叢書』浪速叢書刊行舎、 1926-1929より転載）
図15 『摂陽奇観j（船越政一郎編『浪速叢書』浪速叢書刊行舎、 1926-1929より転載）
図16 f摂陽奇観』（船越政一郎編『浪速叢書J浪速叢書刊行舎、 1926-1929より転載）
図17 『忠臣蔵縁起式j（国会図書館所蔵）
図18 『風俗資料』（東京大学総合図書館震亭文庫所蔵）
図19 『携師直開帳j（都立中央図書館所蔵）
図20 『江戸自慢』（架蔵本）
図21 『江戸自慢j（架蔵本）
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